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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  71/26     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  47/06     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  23/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   71/26     　　　　
   Ｂ３２Ｂ    5/22     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/32     　　　Ｅ
   Ｂ０１Ｄ   69/10     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/12     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/08     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    9/00     ＣＥＳＡ
   Ｂ２９Ｃ   47/06     　　　　
   Ｂ２９Ｋ   23:00     　　　　
   Ｂ２９Ｋ  105:04     　　　　
   Ｂ２９Ｌ    7:00     　　　　
   Ｂ２９Ｌ    9:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月7日(2018.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非対称微多孔膜であって、
　複数の孔を画定する熱可塑性ポリマー基体であって、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロ
ピレン（ＰＰ）、ポリメチルペンテン（ＰＭＰ）、及びそれらの組合せのうちの１つ又は
複数を含む、熱可塑性ポリマー基体と、
　前記熱可塑性ポリマー基体上に配置されたポリメチルペンテン（ＰＭＰ）ポリマースキ
ンと、を含み、
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　前記熱可塑性ポリマー基体がＰＭＰを含む場合、前記ＰＭＰポリマースキンは、前記熱
可塑性ポリマー基体のＰＭＰの結晶化度とは異なる結晶化度を有する、非対称微多孔膜。
【請求項２】
　前記ＰＭＰポリマースキンの前記結晶化度は、約４０％、又は約４０％未満である、請
求項１に記載の非対称微多孔膜。
【請求項３】
　前記熱可塑性ポリマー基体は、ポリメチルペンテン（ＰＭＰ）を含む、請求項１に記載
の非対称微多孔膜。
【請求項４】
　前記ＰＭＰポリマースキンの前記結晶化度は、約４０％未満であり、前記熱可塑性ポリ
マー基体のＰＭＰの前記結晶化度は、約４０％超である、請求項３に記載の非対称微多孔
膜。
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